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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

まちか
ど

　町内の畜産農家から預託を受け、追良瀬牧場

で暮らしていた約50頭の繁殖牛や仔牛が、冬の到

来を前に各農家へ引渡されました。

　春に放牧された牛たちは、広々とした草原を元気

に走りまわることで、半年間のうちに大きく成長。

牧場で新たに誕生した仔牛も順調に生育しました。

　引渡作業は、朝早くから開始。農家のみなさんは、

健康で元気に育った牛たちに目を細め、次々と運搬

トラックへ積み込み、各農家の牛舎へ向かいました。

すくすく成長し、牛舎へ

なかなか動かない牛に一苦労

　国内の灯台を歴史・文化資産として

活用するため、灯台をキャラクター化

した日本財団のプロジェクトに、町の艫作埼灯台が

選ばれ、製作スタッフが表敬訪問し、キャラクター

のスタンドパネルなどを贈りました。

　プロジェクトは灯台ファンを増やす狙いで、灯台

の魅力を独自の物語「燈の守り人」でエンターテイ

ンメント化し、ネット上で漫画や有名声優による音

声ドラマを配信する予定です。吉田町長は「アニメ

ファンが町を知る機会になる。新しい切り口であり

がたい」と述べました。

艫作埼灯台、軍医キャラ化

あかり も びと

　人口減少が進み地域活力の減退が懸念される

中、地域経済の維持・再生には基幹産業のひと

つである「観光産業」の活性化が欠かせません。

　このことから、町は十二湖のブラッシュアップを図り、そ

の誘客力をもって地域全体に波及効果を及ぼすことを狙いに

「第一次十二湖振興戦略プラン」を策定しました。

　当該プランの策定を担った十二湖振興戦略会議の西﨑朋会

長と大川清信副会長が完成したプランを吉田町長に答申し、

町長は「十二湖のブランド化に向けて官民協働してプランを

実行していきたい」と話していました。このプランは、深浦

町ＨＰで公表しています。

十二湖振興プランが答申されました

のあや

　赤い羽根共同募金運動に対する若い世代の理

解と参加を促すことを目的に、赤い羽根共同募

金作文・ポスター作品コンクール（青森県共同募金会主催）

が実施され、深浦小学校３年の野呂綺希さんが小学校ポスタ

ーの部で優秀賞を受賞しました。

　募集期間が夏休み期間中だったため、自宅で描いて自分で

応募し、今回の受賞となりました。

野呂さん（深浦小3年）、ポスターの部で優秀賞

　令和３年度第１回弘前大学深浦エコサテラ

イトキャンパス公開講座として「防災セミナ

ー ～地震と津波に備える～ 」を開催しました。

　弘前大学理工学研究所の片岡俊一教授を講師としてお迎

えし、昭和58年に発生した日本海中部地震の振り返りや、

地震・津波のメカニズムなど、これまでの研究成果をお話

しいただきました。

　講座では、写真等を用いて日本海中部地震発生当時の深

浦町の被災状況をご紹介いただくとともに、過去の災害を

思い出し、伝承する仕組みを用意することが重要であると説明があり、今後の防災時の対応を考える上で大変

貴重な機会となりました。

防災セミナーを開催しました

セミナーの様子

十二湖振興戦略プラン答申
（右から西﨑会長、吉田町長、大川副会長） 電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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